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若 年 成 人 肥 満 者 のmetabolic syndromeに お よ ぼ す 年 齢 、 肥 満 度 、

身体的フィッ トネスの影響、生活習慣修正による減量の効用

勝 川 史 憲

内容の要旨 論文審査の要旨

 Metabolic syndrome(MS)は 、耐糖能異常、インス リン抵抗性、脂

質代謝異常、高血圧症などの冠疾患危険因子が集籏 した病態で、近年、

wxoお よび米国のNational Cholesterol Education Program(NCEP)よ り、

それぞれ独 自の診断基準が発表 されている。本研究は、中高年者や小

児に比べて検討されることの少ない若年成人に注目し、この年齢層の

肥満者のMSの 病態 と減量による治療効果を検討することを目的とし

た。

 対象は、大学病院肥満外来を受診 した18～39歳 の肥満者550名(男 性

395名 、女性155名)で ある。血液指標(血 糖、インス リン、中性脂肪、

HDL一 コ レステロール)、 血圧、膀高部CTス キャンでの内臓脂肪断面

積を用い、W}{0、 NCEPの 診断基準にもとづき、MSを 構成する各コン

ポーネン トのうち該当するものの数、MSの 有無を評価 した。そ して、

1)全 例 でBMI、 年齢、性差のおよぼす影響について断面的検討を行

なった。また、2)身体活動量低下の影響について、18～23歳 の男性127

名 で、身体的フィットネスの指標であるピーク酸素摂取量(peakVO2/

wt)を 用いて断面的に検討した。さらに、3)89名 で、食事と身体活動

の生活習慣修正を指導 し、1.5年後に再評価 し、減量の効果について検

討 した。

 その結果、以下のことが明らかとなった。1)若 年成人肥満者の代謝

面の特徴として、高インスリン血症を高頻度に認め、耐糖能異常より

も早期に脂質代謝異常、高血圧症が発現 していた。年齢が10歳 、ある

いはBMIが5高 い場合のMSの コンポーネンドの数の増加は0.4～0.6、

MSの オ ッズ比は2～3.2で あった。年齢、BMに 比べて性差の影響は小

さかった。2)PeakVO2/wtは 体重とは独立してMSの リスクの減少 と関

連していた。PeakVOZ/wtがSmUkg/min高 い場合のMSの コンポーネン ト

の数の減少は0.3、MSの オ ッズ比は0.7～0.5だ った。3)生 活習慣修正

による減量の程度に応じて、各種代謝指標の改善を認めた。10%程 度

の軽度の減量でも、内臓脂肪面積は33%減 少 し、多くの代謝指標は有

意に改善した。また、MSの 頻度は、 WHOの 基準で52か ら21%、 NCEP

の基準で41か ら16%へ と大きく減少した。減量によるMSの リスクの

減少効果は、断面的検討から予測されるよりも大きかった。

 結論として、これらの若年肥満者のMSの リスクの改善には、10%程

度 の軽度の減量でも(体 脂肪が大きく減少 し)有 効であることが、今

回の検討から示唆された。若年肥満者の多くは体重が増加傾 向にあ

り、いったん確立した肥満の治療が困難なことを考慮すると、軽度の

減量をめざした、生活習慣修正による早期からの一次予防が重要と考

えられた。

 近年、肥満、インスリン抵抗性、耐糖能異常、脂質代謝異常およ

び高血圧症などが集籏 した病態であるmetabolic syndrome(MS)が 急

速に増加 してきている。このMSに 関 して、若年成人を対象 とした研

究は少なく、若年成人の肥満者にどの程度MSが 存在 し、減量による

治療効果がどの程度 あるのか未だ明 らかでない。そこで本研究で

は、18歳 ～39歳 の肥満者(男 性395名 、女1生155名)を 対象とし、MS

の有無を評価するとともに、1部 のものでは1.5年間にわたる生活習

慣の修正効果を検討 した。

 そ の結果、若年成人肥満者では、高インスリン血症を特徴的に認

め、耐糖能異常よりも早期に脂質代謝異常および高血圧症を認める

こと、断面的研究で、年齢が10齢 あるいはBMIが5高 い場合には、

MSの コンポーネン ト数は0.4な い し0.6増加 したが、性差の影響は少

ないこと、身体的フィットネスの指標であるピーク酸素摂取量は、

体重とは独立してMSの リスクの減少と関連していること、生活習慣

の修正による減量の程度に応 じて各代謝指標が改善し、その際、MS

の コンポーネン ト数の減少は断面的検討から予測されるよりも大き

いこと、および一10%程 度の減量でも体脂肪が大きく減少 し、大変

有効であると結論 した。

 このような研究に関して、まず年齢およびBMIに 比 し、性差の影

響が少なかったことが注 目された。この年齢の女性では、皮下脂肪

が多く、内臓脂肪は男性に比 して有意に少ないことから、リスクの

少ない肥満と考えられていたが、本研究では予測に反 し、男性と比

較してMSへ の影響には有意差がみられず、その理由に関しては今後

の検討課題とされた。次に、MSに 関与する諸症状に関して、個々の

症状に関して リスクの重みづけができれば、予後予測に一層有用で

はないかとの助言があ り、この点についても今後の検討課題 とされ

た。

 MSの 診断基準に関して、本研究ではWHOの 糖尿病のConsultation

お よびNCEP ATP皿 の基準に基づいたが、インス リン抵抗性の診断

法に問題 もあ り、本研究のように多数例での検討成績があれば、 日

本 としてインス リン抵抗性を含め、MSの 診 断基準が作成されるべき

ではないかとの助言があった。またMSで 中心的役割 を果たす中性脂

肪はアル コール摂取量より強 く影響されることから、本研究でアル

コール摂取量に関 しても調査 されるべきであったとされた。 さらに

MSを 呈する患者では脂肪肝を有することが多いことから、 MSに お

ける脂肪肝の位置づけに関 しては今後検討すべき重要な課題 とされ

た。

 以上のほか、論文中の語句が統一 されていない点や用いた統計法

に問題があることも指摘された。それ らの訂正 と学位 申請論文 とし

てその基本に沿って書き直すことが指示 されたが、研究は長年にわ

たる肥満に対す る身体的フィッ トネスの影響を検討 したきわめて貴

重な研究であ り、肥満研究の進歩に大きく貢献す る研究 と評価 され

た。
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